
天皇賞(秋) 

 

本命はイクイノックス。 

 

ノーザンファーム天栄調整馬。 

同外厩の調整馬は現在 4連覇中。 

うち、3年は複数の調整馬が馬券圏内に。 

 

天栄調整馬の特徴は欧州指向の強い血統馬から 

直線スピードを引き出せること。 

 

天皇賞秋は約 30年前からトニービンの血を持つ馬に強いレース。 

トニービンは欧州血統のなかでも日本向きの直線スピードを 

引き出しやすい血統だから。 

 

イクイノックスは母父が欧州型のキングヘイロー。 

母母父はトニービン。 

父キタサンブラックもサンデー系の中では欧州指向の強い血統で、 

自身も当レースを優勝。 

 

欧州指向が強い配合、かつトニービンを持ち、天栄が調整。 

当レースにぴったりの馬。 

 

 

相手本線はダノンベルーガ。 

 

トニービンの影響も強いハーツクライに母型から米国指向の血を強化した馬。 

 

同じハーツクライ産駒のサリオス、スワーヴリチャード同様、 

3歳でも G1級の性能を発揮できるタイプ。 

 

春は本来共同通信杯から直行でダービーに向かいたかったはず。 

ダービーでの早仕掛けも含め、心身の歯車も噛み合いませんでした。 

 

 



シャフリヤールも特に消す材料はないのですが、 

ディープ産駒の勝ち馬は母方にサドラーを持つスピルバーグのみ。 

 

兄のアルアインも古馬になって国内 2000mG1を勝ったのですが、 

天皇賞秋は欧州指向の伸びも重要なので、イクイノックス、 

ダノンベルーガの方が分はあると判断。 

 

 

マリナエレーナはヴァイスリージェント系の牝馬。 

 

過去 10年で父ヴァイスリージェント系の出走はアエロリットのみ。 

同馬は人気薄で 3着。母父ディープ。 

父同様、勢いのある時はさらなる上昇に託してもいい血統。 

 

 

カラテは父が欧州型で母方にディクタス。 

トニービン同様、古くから天皇賞秋に強いフランス指向の欧州型。 

 

 

上位人気では 

ジオグリフは小回りや時計かかる競馬向きの母系の影響出た馬。 

直線の長いコースで高速決着は不安。 

 

ジャックドールは米国持続血統を強化した馬。 

欧州指向の末脚の伸び不足。 


